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１. はじめに 

 近年、合理化・省力化橋梁に合成床版が使われるケースが増えつつある。JH 豊田ジャンクションは現東名高速

道路を跨ぐランプ橋にトラス型ジベル合成床版を採用し、本合成床版が長支間化しても問題がないように静的耐

荷力試験・輪荷重走行試験・型枠剛性確認試験を行い、完成時およびコンクリート打設時の本床版の安全性を確

認した。1)2)3) 

 一方、床版にコンクリートを打設する時、モルタルを

漏らさないようにする必要があるが、合成床版は鋼板同

士の重ね合わせ部分が多いため、その間の密着が重要に

なる｡また、本橋は箱桁で、かつ、ボルト接合であること

から、ハンチプレートと添接板の干渉を回避するため、

ハンチプレートを切欠くなどの対策を講じる必要がある｡

そこで、本橋ではトラス型ジベル合成床版について、コ

ンクリート打設時にモルタル漏れがないような構造を考

え、さらに、その構造を実験によって検証することとし

た。本論文ではこの実験結果を報告する｡ 

２. 対象橋梁 

 ＪＨ第二東名高速道路豊田ジャンクションＣランプ橋

において、合成床版採用工区の標準断面を図－1に示す。 

３. モルタル漏れ防止確認試験 

（１）試験概要 

 実験は、コンクリート打設時にモルタルが漏れやすい

1)ハンチ部 2)主桁添接部 3)床版継手部を供試体にて再

現し、モルタル漏れ防止対策を実際に施し、その有効性

を確認するために試験を行った｡ 

（２）供試体形状 

 供試体の形状を図－2 に示す。供試体は前述の着目部

分を再現できる構造とした｡ 

（３）モルタル漏れ対策 

着目部分のモルタル漏れ防止対策を以下に示す｡ 

１）ハンチプレートと主桁上フランジの隙間（図－3） 

 底鋼板およびハンチプレートは型枠としてコンクリー

トを直接受ける部分である。そのため、主桁と主桁と接

するハンチプレートとの間には隙間が生じないよう、中

空の半円形ゴムスポンジを設置した。 

２）主桁添接部・水抜きパイプ部の構造（図－4） 

 

 

 

 

 

 

図－1 豊田ジャンクション C ランプ橋標準断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2 モルタル漏れ試験用供試体 

 

 

 

 

 

図－3 ハンチ部 

キーワード：合成床版, 長支間床版，トラス型ジベル，コンクリート打設，モルタル漏れ防止 
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張出し側については主桁フランジの外側にプレートを設置

し、ハンチプレートの勾配のない部分のみを切欠く構造とし

た。また、支間側はハンチプレートを添接板の幅分だけ大き

く切欠き、3 方向にあて板を設置して主桁との隙間を塞ぐこ

ととした。また、あて板を設置する際には主桁とあて板との

間およびハンチプレートとあて板との間にコーキングを施し、

パネルとの隙間を塞ぐこととした｡コーキングの施し難い支

間側はコーキングを施した後、あて板を設置した｡ 

 また、本橋は勾配の低い側の添接板の横には必ず水抜き用

の L 型鋼が設置されているので、張出し側は水抜きパイプの

出ている分ハンチプレートを切欠き、その周囲にあて板を配

置した。支間側は、（添接板＋L 型鋼）の分だけハンチプレー

トを切欠き、あて板も水抜きパイプ分切欠くような形状とし

た（図－5）。また、支間側のコーキングを施し難い部分につ

いては、一部無収縮モルタルを打設して止水することとした｡ 

３）パネル継手部 

 パネル継手は２枚の底鋼板にねじ付きスタッドを溶稙し、

添接板を使用したボルト継手構造としている（図－6）。従っ

て，添接板と底鋼板の隙間からモルタルが漏れる恐れがある

ので、添接板の下側に丸ゴムを設置した他、添接板設置前に

コーキングを施して添接板を貼り付けるようにした。隙間の

大きいところなど、必要に応じてアルミテープを用いて処置

することとした。 

 また、壁高欄が設置される側面の継手部は内側にねじ付き

スタッドを溶稙し、あて板を設置して金具で押さえ込む構造

としている。あて板と側板との隙間からのモルタル漏れを防

止するため、あて板の裏側に丸ゴムを設置する構造とした。

また、側板と底鋼板のコーナー部についてはあて板設置前に

アルミテープおよびコーキングを使用して処置することとし

た（図－7）。 

（４）実験結果 

 実験は鋼型枠内部に水を注入することによって行われた

（写真－1）。水を注入して丸 2 日放置したが、水漏れはなく、

モルタル漏れ対策の有効性が確認できた｡ 

４．まとめ 

JH 豊田ジャンクションで適用されたトラス型ジベル合成

床版に対し、コンクリート打設時のモルタル止め防止対策に

ついて、1)主桁とハンチプレートとの隙間 2)主桁添接部 3)床

版継手部の 3 部分について対策を行えばよいことがわかった。

本検討結果を踏まえ、現在、現地施工を実施中である｡ 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 主桁添接部 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 主桁添接部（支間側断面） 

 

 

 

 

図－6 パネル継ぎ手部 

 

 

 

 

 

図－7 パネル継ぎ手部（側面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－1 試験状況（水注入後） 
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